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セ コ ニ ッ ク ス タ ジ オ デ ラ ッ ク ス

L-28c2の 特 徴

般 の 被
′′メ体 に は す べ て 、 反 対 の 強 い 面 (反 射 率 の 高

い 面 )と 反身1の弱 い lfli(反 射 率 ιうイlヽ い 1白i)が さ ま さ た

な階 調 で複 雑 に組 み 合 わ され て い ます。 そ して 、この 変

化 は ｀
名然 、露 I11を 決 定 す る際 に繊触少な影 饗 を

jJ'る
,,

け で 、 どの 部分 に露 l11を 合 わ せ る か が 重 要 な ボ ィ)|

`:な
')ま

―う し、 
′
り真 //2マ■き

'1イ

トもメ(き く変 っ て ヽ「 |

各部 分 、 あ る い は I山i極端 を それ ぞ れ 測 定 し、 そ′)｀
|′

|′ リ

値 を 求 め る こ と に よ っ て 失 敗 の な い写 真 を撮 る
‐

'

は で き ます が 、 これ は 、時 間 が か か りす ぎ る 欠メ':力
',

り ま ケ.

そ ′ti4く
'だ

さ な  挙 |二 千もイツtヒ たの 力=ス ク,4ア  ′

4,;   Jせ
`l、

 四 季 の さ ま ざ まイ■被 写体 か ら測 定 し

て求 め た 18%の反 射 率 を標 準 反 射 と称 してい ま すが 、

ス タジ オ デ ラ ッ クス は 、 これ を基 準 に して 露 出 が 子りl,

れ るよ うに工 夫 され て お ります。

従 ′て、 18'%イ li量 の りて,I'イ
`を

イ「 す る 0支
′′メ

`卜

か
"in tノ

,!|〕 ′1,

と考 え r,れ る場 合 (人 物 、建 j生物 な ど )や
｀
|え

1/Jl由 t‐ i‖ ｀

か え_て も にヽヽ と孝 え ′フオじるよ場イ)(街 )́ス リト ソ ′  ウ イ

林 な どの lll景 )な どに、キ↓に大 きな威 ノJを 発 Il tヽ ノ | ||

入 射 光 式 (反 射 光 式 も 可 能 )と し て 最 高 の 露 出 計 て

り=。

受 光 部 が 自由 に 回転 で き るの で測 定 が た い へ ん 楽

に で き ます。

オ旨針 ス トッパ ー が つ い て い ます。 測 定 (ま 手 元 か ら

離 して も操 作 で き ま す。

4 光 球 に よ り被 写体 と同 一 光 線 状 態 で 受 光 で き ます。

被 'ゲ

`卜

は ,午 通 、 立|卜 で すか ′,、  光線 1人 態 に よっ て
'り

]る

い :角 i(ハ イ ラ イ ト)と 暗 い 1白 i(シ ャ ドウ )が で き ます (照

明 コ ン トラ ス ト1,光球 は この 被 写 体 と ま っ た く同 ‐の

状 態 で 光 を受 け ます し、 各 方向 か r)の 光 の 強 さに応 じ

て 11動 的 に撮 影 に関 係 の あ る値 を メー ター に指 4tさ せ

る機

'ヒ

を もっ て i夕 ります。 従 っ て 、  般 の 露 l11決 ,こ に

は 、 この 光球 が ‐番便 利 な わ け で すⅢ

5 附 属 品 を使 用 す る こ とに よ っ て広 い 範 囲 の 撮 影 を

楽 しむ こ とが で き ます。
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仕 様

,;lJ   定   ノj  式

測 定  範 HJ
お‖ ,こ  精  l質

ASA目 盛

D I N‖ 盛

シヤ ンタ~目 盛

絞  り :1 盛

シネコマ数 日盛

E V :]盛
校  ili ′

i「  数

メ(   き   さ

入射 光 式 ・ 反射 光 式 兼 用

A S A100で EV4-17
±0.3E V以 内 (%絞 り以 内 )

8´-12000

10^-42

60´―シ6。。
～'1--90

8コ マ ～ 128コ マ

1-20(ラ イ トバ リュ ー 数 lll)

C=25 K=1.15
107ミ  リ ×58ミ  リ ×30ミ  リ

約 250グ ラム

3

量lll
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各 部 の 名 称

正 面

附 属 品

回転受光部②
フートキャンドル(入射

絞り値④

指針⑤

EV数値窓⑥

可動ダイアル⑦

ダイ刀レスケールロ盛③
“H¨ マーク

L¨マーク⑩

DIN目 盛窓①

ストッパーボタン⑫

ASA日 盛窓⑬

ASA調整ツマミ○
シネコマ数

シャッタースピー ド⑩

絞り日盛①

白色 平 板

(ル ミデ ィス ク )

④

4 5
ダイアル

スケール

光 角度 板

(ル ミ グ リ ンヽ ド)

④

H:GH専用 ス ラ イ

(Hス ラ イ ド )

直 読 ス ラ イ ド(ASA100)

この ほ か に 直 読 専 用 ス ラ イ ド

80、 160、 200、 400カち ります

(別売 リ ケ ー ス入 り 9枚セ ノト)

7i、 直 読 ス ラ イ ドは 全 国 小 奮

店 ま た は 弊 社 営 業 所 、 サ ー ビ

ス ス テ ー シ ョ ン に 用 意 し て ″,

り ま す 。



87

各 目 盛 の 中 間 値

● メー ター スケールは、上段 が フー トキャ ン ドル③ の

数イ直になってお り、 4か らlM(1000)ま で記 してあ り

ます。 露 lli潤 J定の場 イトは この数値 を言売み とるわけで

す。 中間の位 置 はl Xlの よ うな数値 を示 してい ます。

また、下段 の枠内の赤 い数字 は絞 りの値④ で、直言売

の ときは これ を読み ます。
′

`:の

ない ところは図 の よ

うな絞 りとな ります。

● シャ ッター ス ピー ドロ盛① の中間 は図の よ うな シャ

ッター ス ピー ドを示 してい ます。

●絞 り目盛0は 数字 の内側 に凸印 があ りこの中′しヽが厳

密 にい うその絞 りの中′しヽ点です。

中 間 値

メー タ ー スケ ール の 中間値 ※ フー トキャ ン ド′レの

説 明 は14貞 参 照 の こと

シ ャ ッ タ ー ス ピ ー ドの 中 間 値

一 端
“

― %0

ヽL

附 属 品 に つ い て

● 光球

人射 光 式 で の露 出 決 定 用

に の み使 用 します。 取 イl

`す

る祭 は 、 光 t lNの 枠 の 白

点 を受 光 部 の 白点 に イ、わ

せ て はめ 込 み 、 固定 す る

まで時 計 針 の 方向 に回 転

させ て くだ さ い。 取 りは

ず す と き (ま 、 この i菫 のオ果

作 を し ます。

● 白 色 平 板

照 度 を フー トキャ ン ドル単 位 の数 値 で求 め る と き (換

算 して フレク スで も 読 み とれ ます )と 、 照 度 コ ン トラ

ス トの調 整 用 の ため に使 用 します。 操 作 は光 球 の場 合

とIolし で す。

● 光 角度 板

被 写 体 の
'て

射 た (輝 度 )を 測 定 す る と きに使 用 します。

輝 度 域 調 整 用 と して輝度 の 相 対比 (被 写 体 コ ン トラ ス

ト)を 知 る と きに′る要 の ほ か 、 人射 た式 で は困 難 な露

|11を lRじttる 場 イトに もイtlt′ 月で き ます。

●
¨HIGH¨ 専 用 ス ラ イ ド

光 球 ま た は 白色 平 板 を取 付 け て測 定 す る場 合 、屋 外 な

どの 明 る い所 で は 、 オ旨

'十

が振 り きれ て し ま う こ とが し

ば しば あ ります。 そ ん な と きに は 、 こ の“HIGH"専 用

ス ラ イ ド (以下 Hス ラ イ ド)を 挿 入 して使 用 します。|

ヽ

ヽ
了



これ を利 用 す る こ とに よ っ て 、低 照 度 (ス ラ イ ドを挿

入 しな い場 合 )と 高 照 度 (ス ラ イ ドを挿 入 した場 合 )

の 2段 切 換 え が可 育ヒとな り、 測 定 範 囲 が さ ら に広 くな

ります。 ス ラ イ ドは 、受 光 部 上1音6の 溝 か ら ク リ ッ クで

1司 定 す る ま で挿 入 します。

● 直 読 用 ス ラ イ ド(別 売 )

これ |よ 直 読 す る場 合 に の み 使 用 し、 2段切 換 え用 と し

て は使 用 で きませ ん。 全 音6で 9枚 あ り、 それ ぞれ AS
A(DIN)感 度 と対 応 す る シャ ンタ~ス ピ~ド が記 され

て お ります。 光 球 と併 用 して用 い 、 メー ター ス ケー ル

板 上 か ら直接 絞 りを読 み と る こ とが で き ます。 この場

合 、 ダ イ ア ル を合 わせ る必 要 は まっ た くあ りませ ん。

挿 入方 法 は Hス ラ イ ドと同 じで す。

入 射 光 式 と 反 射 光 式

露 出の測定 には、入射光 式 と反射光 式 の 2つ の方法 が

あ ります。

入射光式 は被写体 に当 る光 の強 さを直接 測 る方法です。

１

０9

魃

″

′
′

′
′

′

9

ヽ
反射 光 式 とは 、被 写 体 の 反射 光 を測 っ て 、露 出 を決 め



2 基 礎 的 な使 い 方

一 般 的 に は 、 光 球 1を つ け た 入 射 光 式 の 7B l定 方 法 を 主

と し て い ま す の て 、 入 射 光 式 に よ る 基 礎 的 な 使 用 方 法

を 言え明 い た し ま す

1.使 用 す る フ ィ ル ム の ASA感 度 を ASA調 整 ッ マ ミ⑭

を 動 か し て ASA目 盛 窓 ⑬ に セ ッ ト し ま す 。

2.光球①をカメラの方向に正確に向けます。

基ヾ １

２

１

１

3.メ ー ター を正 し く保 持 して ダ イア ル 中 央 の ス ト ンパ

ー ボ タ ン⑫ を押 して くだ さい。 指 針 は 明 る さに応 し

て止 ります。 ス ト ッパ ー ボ タ ン を離 します と指 針 は

固定 し ます。 も し明 る い と こ ろ で 、指 針 が振 りされ

た場 合 に は 、 Hス ラ イ ド⑩ を 入 れ ます。

4指 針 のま旨示 した メー ター ス ケー ル の フ ー トキ ャ ン ド

ル③ を読 み と ります。

5Hス ラ イ ド⑩ を入 れ た状 態 カ ヒきは
い
H¨ マ ー ク◎ カ

▲ 印 (本

=)に
.Hス ラ イ ド〇 をぬ い た状 態 の Lコ「 |よ

い
L¨ マ ー ク⑩ グ)▲ |]」 (1′ I)に  洗 4と っ た メーーター ス

ケー ル③ (フ ー トキヘ ン トル
'ヒ

|」 じ数 の タ イア ツレス

ケー ′レ|1盛③ を

`ヽ

せ ます .

軸 の 方 向

0
|

′リ
′

=V



6.こ のように.し て、可動 ダイアル⑦ の下方にある絞 り

目盛〔白〕① とシャッタースピー ド⑮ の適正 な組合せ

が色 々できます。

ス ラ イ ドが 入 っ チニ日寺 時たＴ

島

一

―

イラス

白 色 平 板 は 一

照 明 コン トラス トの調整 と、照度 を測定 す る場 合 に使

用 いた します。(こ の場 合 は光球 をはず し、白色平板④

をと りつけ ます )

コ ン トラ ス トの 測 定 は  一

被写体 の明 るい部分 (主光線 )と 、暗 い部分 (補助光線 )

を別 々に測定 し照明光源 の対 照比 を調整 す るこ とに用

い ます。(く わ しくは27ベ ー ジ参照 の こ と )

この よ うに、 スタジォ内の照明 を言己録 した り、各照明

をチェ ッ クして コン トラス トの調 整 を行 なった りす る

高度 を撮影 に自色平板 は重要 な役割 を果 します。

照 度 (ル ク ス )の 測 定 は 一 ―

1.白 色平板 を光源 に正 し く向 け ます。

2.指針 が指示 す るメー ター スヶ―ル③ の数値 〈ヮー ト

キャ ン ドル )を 読 んでくだ さぃ。

3.そ の数値 を 10.76倍 した ものが ル クス とな ります。

(″り 64× 10.76=688.64ル クス )

4.指針 が振 りされ て しまうときには、 Hス ライ ド⑩ を

挿 入 します。 この ときは、 フー トキャ ン ドル数値 を

32倍 して読 んでくだ さい。

(″J 64× 32=2048フ ー トキャ ン ドル、

2048× 10.76=22036.48ル クス )

注 、 フー トキャ ン ドル とは、あ る場 所 に光 線 が当 た

る量 を表 わす単位 です。

１

４

１

３



反 射 光 式 (光 角度 )測 定 の と きは

1.フ ィルム感度をASA窓⑬ に合せます。

2.光角 度 板C曖 用 の際 は必 ず ス ラ イ ドは取 りは ず さ な

`ナ

れ ば な り ませ ん。

3.光角 度 板 は被 写 体 に向 け ます。 で き る だ け被 写 体 に

接 近 し、最 も重要 な部 分 を測 定 します。 この 時 被 写

体 に陰 を投 しな い こ とです。

4読 み と りは指 針 の指 示 した ワー トキ ャ ン ドル と、 グ

イ ア ル ス ケ ー ル③ 上 の 同 じワー トキ ャ ン ドル を“H"
▲ マ ー クに合 せ て くだ さ い。

当露 出計 の特 徴 の ひ とつ であ る受 光 部 が被 写体 の方向
へ 自由 に回転 で きる点 を活用 す るこ とに よ り、本体 を

もちや す く、みや す い状 態の ままで、各種 の指 示値 を

よみ とるこ とがで きます。

“直 読 用 ス ラ イ ドを 使 用 し た 場 合
¨

直読 スライ ドを使用 す る と、 ダイアル を まわ さないで

指針 か ら直接絞 り値 が得 られ ますの で、迅速 に撮影 を

行 なう場 合 には便利 です。

(く わ しくは24ペ ー ジ参 照 の こ と)

…ラ イ トバ リ ュ ー の 読 み 方
¨

ラ イ トパ リュ ー式 の シ

ヤ ッ ター と絞 り組 合 せ

を採 用 して い る カ メ ラ

に は 、 ラ イ トパ リュ ー

を読 み とっ て セ ッ トす

る と便 利 です。 ラ イ ト

パ リュ ー とは絞 り と シ

ヤ ッ ター ス ピー ドの組

合 せ でイまな くて 、 ダ ィ

ア ル上 方 の EV窓 ⑥ の

中心 に 出 る数 字 の こ と

で す。

１

６

１

５

さ て 、 反射

う場 合 に 使

1.部 屋 の な

2.ネ オ ンサ

3.シ ョー ウ

4.動物 園 の

光 式 測 定 法 は 、 次 の よ うな例 の

用 す る と好都 合 で す 。

か か ら、屋 外 の 風 景 を撮 影

イ ンの よ うな発 光体 の撮 影

イ ン ドー の 内 部 の 撮 影

お りの な か の動 物 の撮 影

撮影 を行 な

●＼



１

８

１

７

“シ ネ 撮 影 を 行 な う場 合 "

1.前 に述 べ た方法 (光球 をつ けた測定 )で、測定 しダイ

アルをセ ントして くだ さい。

2.シ ネ撮影 の絞 り値 は、使 用 す るシネ コマ数⑮ に対 応

する絞 り目盛(白 )⑫により決まります。

注 1シ ネカ メラの中には、露 出時間 を早 くした もの も

あ ります。

これ は回転 シャ ンターの開角 (光 を透 過 させ る部

分 の角度 )が狭 くなってい るため です。

あなたの カメラの コマ数 に対 す る シャ ッ ター ス ピ

ー ドを正確 に知 ってお くこ とは、適正 露 出 を決 め

る うえに重要 なこ とで もあ ります。

撮影機 製造 メー カーの発行 す る説 明書 、 または カ

タロ グな どか らシャ ッター スピー ドと照合 してお

くこ とも必要 です。

注 2標準劇場 用映画 の撮影 ス ピー ドは、24コ マ で%で
す。特 にこの位 置 には赤線 で表示 してあ ります。

注 318コ マ で撮影 す る場合 は、16コ マの少 し上 (16コ

マ と24コ マの%の ところ)に 合せ ます。

/1  ＼
ノδ   l       Лし`

3 各 被 写 体 に 対 す る 測 り 方 の 実 例

基礎 白勺な使 い 方は以 上 の 通 りです が 、 こ こ で は具 体 白勺

な い くつ か の実 例 につ い て説 明 い た し ます。

1人 物 撮 影

一 概 に 人物 撮 影 とい っ て もい ろ い ろ あ ります が 、雪 山

をバ ッ クに ス キー を して い る人物 が小 さ く見 え る とい

う よ うな場 合 は単 な る点 景 で あ っ て 、露 出 決 定 の うえ

か らは人物 撮 影 とは考 え ませ ん。 人物 撮 影 は あ くまで

も、画 の 中心 が 人物 で あ っ て 、 人物 に露 出 を合 わせ な

け れ ば な らな い場 合 と考 え て くだ さい。 そ して 、 1人
で も グル ー プの場 合 で も、 カ メ ラ と人物 の 距 離 は考 え

る必 要 が あ りませ ん。 この 人物 撮 影 に は 、 入射 光 式 に

よ る測定 (光球 装 着 )が威 力 を発揮 し ます。

測 り方 は前 の 〔基礎 的 な使 い方 〕で述 べ た通 りで す。 人

物 に適 正 露 出 が合 い ます か ら、 どん な光 線 状 態 で も問

題 は あ りませ ん。 ま た、逆 光 下 に あ っ て も人物 は デ ィ

テ イル い た します。



2 一 般 の 風 景

り風景 の場 合 は 、 光球 を使 っ て カ メ ラfi/置 (基礎 白勺な使

い方 の項 参 照 )で測 定 します。保 持 の 仕 方 は 前 に述 べ た

正 規 な方 法 で よ いの で す が 、被 写 体 と ヵ メ ラ位 置 の 光

綱む伏態 が 同 じで な い場 合 は 、 被 写 体 と卜1し よ うな条 イ1・

の場 所 へ 移 っ て 、 ヵ メ ラ光軸 の 方 向 に平 行 に 向 け て く

だ さ い。 ま た、被 写 体 が陰 に な っ て い る と きは 、 測 定

す る位 置 を同 じよ うな場 所 へ 移 す か 、 手な どで 同 じよ

うな 条 件 をつ くらな けれ ば な りませ ん。

建 造 物 な どの描 写 と一 般 の 中 景 と考 え ′)れ る風 景 が 主

要題 材 の場 合 は 人物 撮 影 の項 と同 じ考 え で す。

展 開 した 風 景

被
′
与界 ι二遠 景 力ヽ あ っ て 、 画 )́重 要 な音トウ)を ′Ikし て ヽヽ る

風 景 を い い ます。

例  展 望 、遠 景 な ど

遠 景 は空 気 光 の 影 響 で ヘ イ スが か か り、露 出 オ ー バ ー

に な りや す い で す か ら、 まず カ メ ラ位 置 で た球 を用 い

た」li規 の 方 法 で測 定 し、 つ ぎに 、 光球 を 太陽 の ほ うへ

向 け て測 定 します。 そ して得 r)れ た 2つ の 値 の 中 1苦 ]の

値 で露 出 を決 め ます。

２

０

１

９

3

注

2つ の値 の 中 間値 を求 め る に は 、次 の よ うに します。

● 2つ の フー トキャ ン ドル指 示 の 中 間 の フ ー トキャ ン

ドルイ直(1佼 り目盛 イ直)を ダ イァ ル ヘ 不多し ます。

例  250(8)フ ー トキャ ン ドル と64(4)フ ー トキ ャ ン ド

ル の と き125(5_6)が 中 間 イ直とな り、 64(4)フ ー ト

キ ャ ン ドル と32(2.8)フ ー トキャ ン ドル の と きは

64(4)と 32(2.8)の 中 間 の 目盛 が 各 々求 め る値 です。

従 っ て 、 その求 め た値 を ダ イア ル に移 す こ とに な りま

す。

● それ ぞ れ の フー トキャ ン ドル を ダ イア ル ヘ 移 して露

出 を知 り、同 ‐一糸交りに対 す る そ れ そ れ の シャ ンタ~

ス ピー ドを平均 して も よい の で す。

`.■
口 ●1

'.●
壼 ● 1



4雪 景

1雪面 の キ ラ メ キの ため 、 反射 光 式 で は失 敗 す る例 が

多い の で す が 、 入射 光 式 を使 えば その′し、配 は あ りま

せ ん。 新 雪 は73%く らいの 反射 率 を も っ て い ます が

都 会 な どに降 り、 日数 が経 っ た雪 で も60%く ら い の

反 射 率 が あ ります か ら補 正 しな け れ ば な りませ ん。

正 規 の 方 法 で測 っ た もの をそヶ
～%に 切 りつ め ます。

例

f16で  T‰ とな っ た ら

注 1雪面 は露 出オーバーにす るとメ リケ ン粉 を まい た

よ うな精彩 の ない写真 にな ります か ら、 な るべ く

切 りつめ るよ うに します。

注 2%7～ %と いう補正値 は雪 の反射率 を考 慮 した値 で

雪 の性質 、汚 れ具 合 で 多少変 ります。

注 3順光 や トップ ラ イ ト (大

陽 が真 上 に近 い と き)気
味 の と きは 、光 球 は雪 面

の 反射 光 を受 け て しま っ

て い ます。 この場 合 に は

光 球 下 方 に 当 た る光 を防

ぐ意 味 で な に か で 覆 う必

要 が あ ります。

雪  面

2逆 光 気 味 に キ ラ キ ラす る光 が少 い よ う な曇 りの雪 景

や 、順 光 ドの雪 景 は 反射 光 式 を使 っ て も良 い結 果 を

得 る こ とが で き ます。 た角度 板 を取 付 け て 、 空 の光

を防 ぐよ う
`こ

′受光 音6を や や ド向 きに して 、 ヵ メ ライ立

置 か ら被 写 体 の ほ うへ 向 け て測 ります。 この と き、

必 ず H▲ マ ー ク◎ に 合 わせ ます。 ス ラ イ ドは使 用 で

き ませ ん。

/ケ:444/
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5側 面 光 や 逆 光 下 の 風 景 撮 影



２

３

一 般 風 景 で 側面 光 や逆 光 の場 合 に 、 立 体 で あ る被 写 体

の カ メ ラに向 い た被 写 面 は暗 くな るの で す が 、一 部 に

は強 い光 線 を受 け て輝 い て い る場 合 もあ ります。 光球

をつ け た正 規 の 測 定 で は 、暗 い被 写 面 は デ ィ テ ィル し

て も輝 い た面 が露 出過 度 とな り、 見 苦 し くな る場 合 も

あ ります。

撮 影 意 図 か ら輝 き を強 調 す る こ と もあ ります が 、一 貫

した 美 しい調 子 を整 え る と きに は 、 次 の よ うな方 法 を

と ります。 まず光 球 をつ け て正 規 な方 法 で 測 定 して か

ら、光 球 を光源 へ 向 け て測 り、 そ の 中 間 の 値 で露 出 を

決 め ます。(3展開 した風 景 の項 と同 し )

6 シ ル コEヽン ト拝融景杉

日没 の 太 陽 の よ うに キ ラ キ ラ輝 く空 をバ ッ クに して 、

前 面 に 人物 、立 木 、橋 な どが あ り、 これ を シ ル エ ッ ト

(黒影 )に した い と きは 、 ス ラ イ ドを と りの ぞ い て 、光

球 を沈 み ゆ く太 陽 の ほ うへ 向 け て 測 定 )反射 光 式 の よ

うな向 け 方 とな る )し て 、 ス ラ イ ドが な くて も H▲マ

ー ク⑨ に合 わせ ます 。 こ の よ うに光 源 を露 出不 足 とす

る こ とに よ り、前 景 は シル エ ッ トとな ります 。

7ス ラ イ ドに よ る直 読 法

ス ラ イ ドは 全 書卜で 10枚 あ っ て 、 す べ て た球 、 :平 板 と併

用 します。(し か し、光 角 度 板 を装 着 した場 合 に は使 え

ませ ん か らご注 意 くだ さ い。)Hス ラ イ ドは測 定 範 囲 を

か え る高 照 度 と低 照 度 の 2段 切 換 え用 と して使 用 す る

こ と をす で に述 べ ま した が 、 ま た 直 読 用 に も使 用 で き

るの で す。 しか し、 ほ か の ス ラ イ ドは 直 読 専 用 で 切 換

え用 と して は使 え ませ ん。

10枚 の ス ラ イ トに は 次 の 種 類 が あ り ま す .

Tス。 (%。 )

ス。(%、 )

拓。 (7。 )

″ (″ )

″ (″ )

″ (″ )

″ (′′
)

ス2,(%∞ )

ちm(粽 ))

″ (″ )

11記 ( )内 の シャ ッ ター ス ピー ドは 規 定 の シャ ンタ~

ス ピーードの な ヽヽ カ メ ラタ月の もの で す。

● 直言売法 で露 出 を決 め る と きは 、使 用 フ ィル ム の AS
A感度 (露出指 数 )に 合 う スラ イ ドを選 ん で糸■イトオ)さ

れ て い る シャ ノタ~ス ピ~ド を カ メ ラに あ らか しめ

セ ッ トして お き ます。

受 光部 に 光球 を取 付 け て 11部 の 溝 へ Hス ラ イ ドと同

じ要 領 で挿 入 します。 指 針 が メー ター ス ケー ル 11で

指 示 す る絞 り数flA④ を その ま ま カ メ ラの絞 りに セ ッ

トすれ ば よ いの で す。 グ ィァ ル を llllす こ とな く、極

め て迅 速 に セ ノトで き ます か す,大 変 便 利 で す。

HI(lH 4ラ イ |

ASA10 (DINll)

直 流 専
'■

ス ラ イ |

ASA25 (1)IN15)
″  40  (  ″ 17)

″  50  1  ″ 18)

″  64  1  ″ 19)

″  80  (  ″ 20)

″ 100  1  ″ 21)
″ 160  (  ″ 23)

″ 200  (  ″ 24)

″ 400  (  ″ 27)

２

４



さて、各 スライ ドの指示 ιこつ いて、例 えば Hス ラ イ ド

で、 A S A10で はT%。 となってお ります が、ASA 100
の フ ィルムな ら感度 が10倍早 いわけですか ら、 ス ピー

ドは‰ にす るこ ともで きます。 %。 × %。 =X。0つ ま り、 H
スライ ドでιま、ASA 100な ら TX。 0と 考 えて使 用 す るこ

ともで きます。 これ はすべての スライ ドに もいえるこ

とですか ら、簡単 な換算法 を記 してお きます。

スライ ドに記 入 してあるASA感 度 を………… A
同 じ      ″ シャ ッ ター ス ピー ドを T

２

５

使 用 フ ィル ムの ASA感 度 を… … … … … … … … A'
これ に合 う シャ ッ ター ス ピー ドを…… … … … … T′

と します と、次 の式 力(成 り立 ち ます。

T′ =A/A′ XT

例

A S A50で 、 T1/60の ス ラ イ ドで A S A200を 用 い る と

きの ス ピー ドは 、

T′ =%。×%=シ ′。

つ ま りASA 200の フ ィル ム を使 用 す る と き、 カ メ ラの

シヤ ンタ~ス ピ~ド は%0に しておけ ば 、 この A S A50
で Tん の ス ラ イ ドも使 用 して よい の で す。

4 応 用 編

1ス タ ジ オ デ ラ ッ ク ス の 特 異 性

ス タ ジ オデ ラ ンクスは精 密 計 器 です か ら、 そ の 機 能 を

十分 に 活 用 す れ ば さ らに 広 範 囲 に わ た って 本 領 を発揮

させ る こ とが で き ます 。 .

入射 光 式 は 実 際 の 撮 影 に は 極 め て 合理 的 で 、 プ ロ作 家

や 映 画 撮 影 技 師 に よ っ て 多 く利 用 され て お ります 。 用

法 _11、 反射 光 式 で は 誤 りが 出や す い場 合 で も正 確 な 露

出 を実IIる こ とが で き ます か ら、 カ ラー に も白黒 に も大

変 便 利 で す 。

人射 光 式 で 光 球 を使 っ た と き、最 もそ の 真 価 を発揮 す

るの は 、 ヵ ラー の 場 合 で も、 また 白黒 の 場 合 で も、 皮

膚 の 色 を撮 影 す る と きで す (皮 膚 を L■Jの 中心 と考 え て

露 出 を決 め る 人物 撮 影 の と き )

′′メ真 に うつ し出 され た 皮 膚 の 色 は 、 ア マ チ ュア の 目に

も良 し悪 しの 判 断 が で き ます 。 で す か ら皮 膚 の 色 は カ

ラー 撮 影 の 、唯 一 の 色 」・l(基 準 色 )で あ る と考 え られ て

お り ます

(撮 影 意 図 に よ って は 、 内 llltで 見 た 色 よ り明 暗 の 度 合

`こ

変 化 を 与え る場 合 もあ り ます )

ス タ ジ オテ ラ ンク スは 、~定 F.l知 の 基 準 点 を確 立 して

い ます 、 しか し、 これ に 変 化 を与 え る こ とに よ っ て特

殊 な効 果 を得 る こ と もで き ます 。 これ らの 効 果 は 、露

出 に 変 化 を与 え る こ とに よ って 、 経 験 か ら得 られ る の

と ま っ た く同 じよ うに 再 現 す る こ とが で き る の で す 。

さ らに 附 属
`l:の

活 用 に よ っ て さ ま ざ まな 応 用 が で き る

こ とは 、 さ きに 述 べ た通 りで す 。

・
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2白 色 平 板 に つ い て

白色 平 板 ① の最 も重 要 な用途 は 、 ク ロー ズ ア ップ 用 主

要 ラ イ トと補 助 ラ イ ト間 の対 照比 の 測 定 を行 な う こ と

に あ ります。(照 明 コ ン トラ ス トの調 整 の項 参 照 )

これ に よ っ て撮 影 者 は 、 どん な撮 影 装 置 か ら もそ の 記

録 が得 られ る よ うに な り、 さ らに 、将 来 どん な と きで

も、 そ の 照 明 の再 現 が で き る よ うに な りま した。

3照 明 の コ ン ト ラ ス ト調 整

● コ ン トラ ス トの 測 定

1.白 色 平 板 を入 れ ます。

2.主 光 源 をつ け ます。

3.ス タ ジオ デ ラ ック ス を被 写 体 位 置 でイ呆持 し白色 平

板 面 を光 源 の 中心 光 に垂 直 に向 け 、 測 定 値 を読 み

と ります。

4.補 助 光 源 をつ け て 、 自色 平 板 を被 写 体 位 置 か ら前

と同 じ要 領 で補 助 光 源 に向 け ます。 この場 合 、 白

色 平 板 に主 光 源 か らの光 線 が 入 らな い よ うに掌 で

遮 断 し、補 助 光 線 の 強度 を測 定 します。

5.主 光 線 の 強度 と補 助 光 線 の 強度 の比 が対 照 比 (ラ

イ トパ ラ ン ス)と な ります。

例

主 光 線 の指 示 目盛 が 500フ ー トキャ ン ドル で 、補 助 光

線 の指 示 目盛 が 250フ ー トキ ャ ン ドル とす れ ば 照 明 の

対 照比 =号
半

=争 又 は 2対 1と な ります。

補 助 光 源 の位 置 、 ま た は強 度 を調 節 す る こ とに よ り、

対 照比 を所 要 の値 に合 わせ て か ら、 白色 平 板 を メー タ

ー か ら取 りの ぞ き光 球 を と りつ け ます。

次 に露 出 は普 通 の方 法 で測 定 し決 定 し ます。 ス タ ジ オ

な ど照 明設 備 の整 っ た所 で撮 影 す る場 合 に 、主 光 線 と

補 助 光 線 との対 照 比 を 4対 1～ 2対 1と す れ ば 、一 層

美 しい写 真 を撮 る こ とが で き ます。 室 内 とか屋 外 で レ

フ を使 用 す る時 に も対 照 比 を測 定 して か ら露 出 決 定 す

る よ うに して ご利 用 くだ さい。

主 光 線 の 測 定 補 助 光 線 の 測 定

4戸 外 照 明 の コ ン トラ ス ト調 整

照 明設 備 の整 っ た ス タジ

オで得 られ るの と同様 に

厳 密 な照 明 コ ン トラ ス ト

の調 整 を戸 外 で も達 成 す

る こ とが で き ます。 戸 外

で の撮 影 で は 、太 陽 は通

常 、主 光 源 とな ります。

被 写 体 の 陰 影 部 を明 る く

|■.  '｀

し ます。 太 陽 光 線 の 強 度 と り

フ レク ター の 強度 を別個 に測 定 し、 それ
')の

対 照 比 を

一 貫 して良 好 な結 果 が得 られ る よ うに しな け れ ば な り

ませ ん。 白色 平 板 を所 定 の位 置 に取 付 け 、太 陽 に向 け

て その指 示 値 を読 み と ります。 次 に 白色 平 板 を リフ レ

ク ター に向 け て 、太 陽 の 直射 光 が 白色 平 板 に 当 た らな

い よ うに掌 で遮 断 して指 示 イ直を読 み と ります。 この補

助 光 線 は 、最 上 の カ ラー効 果 を得 る ため に主 光 線 の %
～%と しな けれ ば な りませ ん。 白黒 で一 層 劇 的 な効 果

を得 る に は 、 これ よ り高 め の対 照 比 、例 え ば補 助 光 線

と太 陽 光 線 との 強度 比 が %以 下 に な る よ うな もの を使

用 す れ ば よ い の で す。

・
‥

２

８

‥

・
す るの に は 白色 また は銀

色 の リフ レク ター を使 用



・
‥

２
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屋 外 な どで指 針 力f振 りされ た場 合 に は Hス ラ イ ドを用
い 、前 に述 べ た よ うに指 針 の 示 す数 値 を32倍 します。

そ して 、主 光 線 と補 助 光 線 の比 を 〔 3照 明 の コ ン トラ

ス ト調 整 の項 〕の よ うに計 算 す れ ば 、対 照 比 は す ぐ求
め られ ます。

ラ イ トパ ラ ン スの調 整 が終 っ た ら、光 球 に取 りか え て

通 常 の 方 法 で露 出 を測 定 して くだ さ い。 この と きは被

写 体 に接 近 して 、 太陽 光 線 、補 助 光 線 が光 球 に充 分 入

る よ うに します。

露 出 の 決 定

主 光 線 を一 定 に

し補 助 光線 を変

化 させ る と照 明

上しが 変 化 す る

5反 射 光 式 の 測 定

光 角 度板④ を使用 すると反

射 光 式 露 出 計 とな リー 般

の 反射 光 式 露 出計 と同 じ

露 出値 が得 られ ます が 、

光 球 の場 合 の利 点 は得 ら

れ ませ ん。 光 角 度 板 を付

け た と き
`ま

、 反射 光 式 で

す か ら カ メ ラの ほ うか ら

被 写 体 へ向 けた方 法 で (入

射 光 式 の逆 )被 写 体 へ接

近 、 も し くは カ メ ラ位 置

で 測 る こ とに な ります。

反 射 光 式 の 場 合 ス ラ イ ド類 は 一 切 使 え ませ ん 。 ま た入

射 ス ケー ル ロ盛 の数 イ直は フ ー トキャ ン ドル と して読 み

とる こ とは で き ませ ん。 光 球 ま た は平 板 に よ る入射 光

測 定 の と きの み の単 位 です。 従 っ て単 に指 針 位 置 を示

す 目安 とだ け考 え て くだ さ い。

この ス ケー ル上 の 数 値 を ダ イア ル に移 す と きは必 ず H

▲ マ ー ク に合 わせ ます。 これ は 、 入射 光 式 (光球 、 白

色 平 板 )の と きHス ラ イ ドをナ看入 した と きψう合 わせ る

位 置 で あ る と同 時 に 、光 角 度 板 使 用 の と きに も合 う よ

うに設 計 され て お ります。

さて 反射 光 式 測 定 は次 の 目的 に用 い ます。

a.輝度 域 の調 整

b.反射 光 式 で な け れ ば測 定 で きな い ネ オ ンサ イ ンの よ

うに発光 して い る被 写 体 、 シ ョー ウ イ ン ドー の 中 の

よ うに入射 光 式 で は接 近 しな け れ ば な らな い の に近

づ け な い よ うな と き。

これ らに つ い て 、以 下 順 次 説 明 い た しまい た します。

1輝度 域 の 中 点

反射 光 式 で 測 る とい う こ とは 、被 写 体 の 輝度 を測 る と

い う こ とで す。 輝度 は 入射 光 の 強 さ と被 写 体 面 の 反 射

率 の 多少 で変 っ て まい ります。 入射 光 式 で は 入射 光 を

・
‥

３

０

‥

ｏ



測って被写体 面 は18%の標 準反射 す るもの と決 め て露

出 を定 め る方法 です。

光球 に よる正確 な露出 をイ:iる ため に測定 され た実効 フ

ー トキャ ン ドルは輝度 の中点 を決定 いた します。

今 、光球 を用 いて普通の

方法 で測定 した場 合 に、

例 え
`ぎ

スライドなしです旨針

が500フートキャンドル(0を

指示 した とします。 フ ィ

ルム感度 ASA 100の とき

露出 はf45で シャッタース

ピー ドは 1秒 とな ります。

この“L"▲ マー クに 500

を合 わ せ た と き“H"▲ マ ー クは 16を 示 し ます。

この 16は輝 度 域 の ち ょ う ど中点 を表 わ し ます。 同 じ状

態 で光 角度 板 を取付 け て 、標 準 反射 率 18%を 測 定 す る

とスケ ー ル ロ盛 16を 指 示 す る こ と を意 味 します。

光 球 ま た は平板 を使 用 して露 出 決 定 の際 Hス ラ イ ドの

有 無 を問 わ ず“H"▲ マ ー クは常 に輝 度 域 の 中点 を指 示

す る もの で あ ります 。 しか しな が ら測 定 指 示 イ直を ダ イ

ア ル ス ケー ル の “L"▲ マ ー クに 合 わせ る と き“H"▲マ

ー クカf目 盛 まで達 して い な い場 合 カイあ ります。

この と きは 入射 光 線 の 強 度 が低 す ぎて光 角 度 板 で の 反

射 光 式 測 定 は不 可 能 で あ る こ と を表 わ して い る わ け で

す。 す な わ ち 、 入射 光 線 の 強 度 が 125フ ー トキャ ン ド

ル以 Lで な けれ ば光 角 度 板 に よ る反射 光 式 測 定 が で き

ませ ん。

2被 写 体 の 輝 度 域 の 決 定

a.光球 の代 りに 光 角度 llxを と りつ け ます。 この際 の ス

ラ イ ドは必 ず と りは ず さな け れ ば な りませ ん。 指 針

は相 対 輝 度 指 示 を します の で 、岬 度 比 の計 算 に は メ

ー ター スケ ー ル③ の数 字 を使 用 します。

b.メ ー ター は被 写 体 か らお よ そ15clnほ ど離 してイ呆持 し

被 写 体 の 各 面 に光 角 度板 を向 け ます。

l

|
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この時測定面 に メー ター測定者 の影 が映 らない よ う

に ご注意 ください。 前述 の通 り、輝度 域 を決定 す る

便宜上 、測定値 は フー トキャ ン ドル ロ盛③ の数イ直を

読 み と ります。

c.輝度域 を得 るには、測定 の最高指 示値 を最低 指示値

で割 れ ば良 いわけですか ら、例 えば最高輝度指 示値

が “64"で最低指示値 が
¨4"で あれ ば輝度 域 は、

キ=fで 16対 1と なります。

輝 度 域 測 定

5優 れ た 色 彩 描 写 の 得 られ る上 下 限 度 の 決 定

a.被写 体 に分 布 す る輝度 で 、最 高 輝 度 が 輝 度 域 の 中 点

の 4倍以 下 で最 低 輝度 が%倍 以 上 の (す な わ ち全 体

で輝 度 域 が 16対 1以下 に な っ て い る)場 合 は大 低 の

カ ラー フ ィル ム で は適 切 な色 彩 の 描 写 が得 られ ます。

b.前述 の例 で 、光 角度 板 を用 い て 測 定 した被 写 体 面 の

輝度 最 高 指 示 値 が
Ⅲ
64"(中点 16× 4=64)よ り高 くな

る場 合 は 、 その 面 の色 は褪 色 して描 写 され ます。 従

っ て 、 この部 分 に 入射 す る光 線 は 少 し減 少 させ る必

要 が あ ります。

c.前 述 の例 で 、光 角 度 板 を用 い て 測 定 した被 写 体 面 の

輝 度 最 イ氏指 示 イ直が “4"(中 点 16÷ 4=4)よ り も暗 い

面 に関 し適 切 な色 のオ苗写 をす る に は 、 こ tt― らの 面 を



照 明 してや る必 要 が あ ります 。 前 述 の fallでは 輝 度 域 の

中 点 が “16"でそ の被 写 体 の 輝 度 域 は 16対 1であ っ て上

述 の 限 度 に あ る場 合 です の で 、 照 明 光 の 増 減 の 必 要 は

あ りませ ん 。

ス タ ジ オ デ ラ ッ クス は 輝 度 域 の 中 点 の 左 右 2絞 りに相

当 す る範 囲 が 色 彩 描 写 の

普 通 の 輝 度 域 の 限 度 を示

す よ うに な っ て お ります 。

輝 度 域 の 上 限

光球 をイ吏用 し

た場 合 の 露 出

指示イ直

して もさ しつかえあ りませ ん。 ‐イ列としては、 フ ィル

ム感り支A S A16、  レンズの絞 りf/2.8、 シャ ノタ~ス ピ~

ド1/50ホ少(24コ ー7//不少)`こ t・lし て J照 剛電の セ ッ トをイナな う

もの と します。

第 1段 F皆

全 1■ 的 に 光 線 の 強 度 を 求 め ま す 。

a.メ ー ター の ASA窓
に 16を セ ントします。

b.シ ネ コマ 数 日盛 11の

24の 赤 線 を f/281=
合 せ ます。

c.こ の時“L▲ マー クの指示 は ダイアル スケー ル 1l①

で500(フ ー トキャンドル )よ り や高 め となります。 こ

れ を入射 光 スケー ′レ③ の位置 にすれば 、500フ ー トキ

ャ ン ドツレよ 1)にヽヽヽ650フ ーートキャン ド′レの ロキ蛭lκ 中iで

あ って この lllが 必要 な光線強度 とな ります。

第 2f螂皆

キ ー ラ イ トの セ ッ テ ィ ン グ

a キー ラ イ ト(11光 線 )を メ́ナ被
′′メ体 の 照 Iサ1を イiな うの

に必 要 な 方向 を定 め ます。

b スラ イ ドは つ (す ず に 、 メー ター を被
′
り

`ト

イ、ア置 で f呆 |キ

し、 光球 を カ メ ラ 方 lfilに 向 け て ス ト ッパ ー ボ タ ンを

押 して お き ます。

c_指 針 が 650よ りひ とつ Fの 500の lκ l由1を 1旨 ′Itす る ま で

il光 源 の 強度 を増 す か 、 距離 を調 整 し ます。 これ に

よ 1)、  ネ甫l力 光線 が 力:1え ず,オ せる と きは 第 lI支 F皆 の cで

要 求 され る 650フ ー トキャ ン ド′レまで指 atが Lケ :す

る こ とに な り ます _

併53r支 F皆

照 明 コ ン トラ ス トの 調 整

at球 の 代 りに I′ 1色
｀

`板
を とりつ け ます。

bキ ー ラ イ トの 強 度 を測 定 し ま す。 (500フ ー トキャ ン

ドル を指 示 す るは す で す )

c.補 助 光 線 をつ け ま● .

・
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３
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輝 度 域

の 下 限

・
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３

４

‥
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近 代 的 照 明 の 調 整

照 明 の 調 整 を十 分 に行 な え る′性能 を もつ 、 ス タ シ オ デ

ラ ック スの登 場 に よ っ て 、今 まで考 え られ なか つ たは

ど 撮 影 所 の セ ッ トが 迅 速 か つ確 実 に で き る よ うに な

りま した。 次 に 映 画 の シー ン を完 全 に コ ン トロー ル

して セ ン トをイテな うため の順 序 に つ い て 、例 を も っ て

説 明 をい た します。 この 方 法 は 、スチ ー ル撮 影 に 適 用

輝 度 域 の 中 点



ｏ
‥

３

５

‥
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d.〈 戸 外 〉照 明 の コ ン トラ ス ト調 整 の項 で説 明 した通 り

適 切 な照 明 の コ ン トラ ス トを得 る よ うに補 助 光 源 を

調 整 します。(コ ン トラ ス ト2対 1に 対 して は補 助 光

線 の指 示 値 は250フ ー トキャ ン ドル に な ら な くて は な

りませ ん )バ ッ クよ りの光 線 は この コ ン トラ ス トに

対 して は極 め て わ ず か しか影 響 を 及 ば しませ ん。

第 4段 階

輝 度 域 の 調 整

a.メ ー ター に光 球 を取 付 け ます。

b.光球 を カ メ ラに向 け て被 写 体 位 置 で メー ター を保 持

し、指 針 の指 示 を読 み と ります。 ラ イ トが 全 部 つ い

て い る場 合 に は 、 この指 示 値 が 650フ ー トキャ ン ドル

に な る様 に 、主 光 源 を調 整 して くだ さ い。

C.・・L"▲ マ ー クを 650の 区 画 に合 せ “H"▲マ ー ク指 示

値 を読 み と ります。 このイ直は 20と な り、 輝度 域 の 中

点 を示 め します。 も し、 16対 1の 輝度 域 で所 要 の効

果 が得 られ る こ とが経 験 上 で分 か っ て い る場 合 に は

輝 度 最 高 指 示 値 80(中 点 20× 4=80)は 良 好 な色 彩 を

再 現 す るため の最 大 極 限 値 で す。 ま た輝度 最 低 指 示

値 5(中 点 20÷ 4=5)は 良 好 な色 彩 を再 現 す る た

め の最 低 極 限値 で もあ ります。 従 っ て被 写 体 輝度 分

布 は 5～ 80の 中 に な けれ ば この シー ンの色 を美 し く

再 現 す る こ とは で き ませ ん。

d.光球 の代 りに光 角度 板 を と りつ け 、被 写 体 面 に輝 度

指 示 イ直が80よ りも明 るい所 、 また 5よ り も暗 |ヽ 所 が

あ るか ど うか確 め る意 味 で測 定 して くだ さ ぃ。

第 5段 F皆

正 確 な 露 出 を 求 め る

第 4段階 の bで光 球 を使 用 して露 出 値 を測 定 して あ り

ます が 、正 確 な露 出 を最 終 的 に測 定 して くだ さ い。 こ

の値 は今 ま で に コ ン トロー ル され た照 明 で要 求 した通

り正 確 にf/2.8で %秒 とな らなけれ ば な りませ ん。

上 述 の 5段階 の方 法 で照 明 に つ い て 全 要 素 を充 分 に調

整 す る こ とが可 能 とな ります。

7接 写 ιこつ い て

被写体 が カメラの 1■11距離 の 10倍 よ りもカ メラにオ妾,Fr

してい る時 は必 ず、 スタジォデ ラ ックスの指示 す る露

出 イ直を増 力Πしな くて は な りませ ん。 例 えば カメラ レ

ン ズ )́焦点距離 が50mmで 、 被写体 距離 が50 cmよ  り も

接 近 している場 合は、普通 よ りも露 出 を 多 くす る必要

/2ヾ あ ります。 こ才しは被写体 が カメラに接 近 ●
~る

とその

像 の倍率 が大 き くなるため です。 被 写体 か らの光線 が

レンズを通 ってフ ィルム面 に結像 す る とき、 フ ィルム

面 の照度 と被写体輝度 お よびイ象の倍率 との間 には次の

関係
ξ:ι ,ll面二圧4・ F2:(M+1)2

L:被 写体輝度

M:像 のイ吉率

″ :円 周率

a:常 数

■1式 か ら/7■ るようιこ、 被写体 )́輝度 が 一定 であ って も

倍 率 が変 る とフ ィル ム面 の明 るさ(照度 )は (M+1)2に
逆上ヒイ

'1し
て変 って きます。 被写体 距離 が大 きい とき、

す なわ ちMがノ
J、 さい場 合 には上 記 の影響 はほ とん どあ

りませ スレが、 被写体 ,巨離 がノ
J、 さ く な る

`こ

つ́才tMが大 き

くなって きます。例 えば実物 大 の撮影 をす る ときは倍

率 Mは 1で (M+1)2ι ま4と な りますの で フ ィルム面 で

の明 る さは被写体 距離 が無限大 の場 合 の %と な り、露

llirLFiは 4倍 しなけれ ば な りませ ん。

測定 され た露出lrレ ンヾ3秒 の シャ ンタ~ス ピ~ド の とき

は%o× 4=%と して%秒に補正 しなけれ ば な りませ ん

(M+1)2を 接 写の場 合の補正率 といい ます。

測 定 方法

で きるだけ被写体 に接 近 して スタジオデ ラ ックスを保

持 し、光球 をカメラの レンズ方向 に向 け ます。 も しも

ライ トが被 写体 に非常 に接 近 してい る ときは、被 写体

を除 いて光球 を被 写体位 置 で保 持す るよ うに して くだ

さい。 この よ うにすれば、光球 の受 け る光線 は ち ょう

ど被写体 を照 らす光 線 と同一 にな ります。 クロー ズア

ンプ用 に補正 され る露 出 を求 め るには、

ｏ
‥

Ｓ

６

‥

・



1.入射光 の通常 の方法 で露 出 を決定 します。

2.被写体 の大 きさ と (ピ ン トガラス)に 現 れ るその像

の大 きさを測定 します。

3.も しもイ象が被写体 よ り大 きい場合 は拡ブヾ さオし、 また

像 が被写体 よ りも小 さい日寺は縮少 さオtる わけですか

ら、大 きいほ うの値 を刻ヽ さい方 のイ直で害」って くだ さ

4.下言己に言己載 され ている表か ら補正率 を求 め て くださ

5.ス タジォデ ラ ックスで測定 され た露 」日値 に補 IEO事 を

かけたイ直がネ甫正 され た露 出値 とな ります。

・
‥

３

７

‥
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被 写体 と

像 との 上ヒ

20   メ寸

19     ″

18   ″

17     ″

16   ″

15     ″

14   ″

13      ″

12      ″

11     ″

10   ″

9     ″

8     ″

7     ″

6     ″

5     ″

4.5  ″

4     ″

3.5  ″

3     ″

2.75 ″

2.5  ″

2.25 ″

2     ″

1.75 ″

1.5  ″

1.25 ″

1      ″

表 1 ク ロ ー ズ・ ア ッ プ の 露 出 補 正 表
補正 率 =(M+1)2

補 正
被 写 体 と

像 との 上ヒ

大拡

補 正 率

1.31

.10

.11

.11

.12

.13

.14

.15

.16

.17

.19

_21

.24

.27

2

2.25
2.5
2.75
3

3.5
4

4.5
5

6

7

8

9

10

11

4

5

6

7.5
9

10.5

12

14

16

20
25

30
36

49
64

81

100
121

144
169

196
225
256
289

324
361

400
441
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1.36
1.44
1.50
1.56

1.65
1.78

1.86
1.96
2.09
2.25
2.47
2.78
3.24
4.00

‖|li1  ″  14

||;勇:  ″  16

||

:  ″  17
″  18

11  ″  19

11″ 20
|:″
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5 取 扱 い 上 の 注 意

零 位 置 の 調 整

受 光書|`を 完 全 に 覆 っ て も

指 ,1が零 の位 置 に戻 メリな

い と きは 、 メー ター 裏 側

の ネー ム フ レー トの とこ

ろ に あ る ネ ジ溝 へ硬 貨 な

ど をあ て て 、指 針 を見 な

か ら静 か に回 転 させ 、調

整 t´ て くだ さ ぃ .

ス ラ イ ド溝 に つ い て

スラ イ ドをは ず して ご使 用 に な る場 合 、 ス ラ イ ドが強

|うヒを直接 受 け る と、 この溝 か ら 多少 の光 が 入 る こ と

もあ ります。 こオしは 、 露 l11に は 0こ とん ど景多纏卜 たヽ しま

せ ん が 、 よ り1li確 な露 I11を 必 要 とす る撮 影 の と きは 、

千で 、ヽさい で おイ吏い くだ さい。

ス タ ジ オ デ ラ ッ ク ス は 精 密 機 械 で す の で

下 記 の 点 を 注 意 し て くだ さ い 。

●落下 又 は急激 な衝 撃は絶対 に避 け て くだ さい。

●極度 の高温、高湿 の場所 には保存 しないで くだ さい。

●磁 性 に影響 あ る所 及び防虫剤 の 人ってい る所 への保

存 は避 け るよ うに して くだ さい。(金属 キャ ビネ /ト

軍 笥 等 )

●光 球 、 白色 平 板 は常 に 清 潔 に保 つ こ と。

《傷 、 ,T」 オし (汚 オしか ひ ど tヽ 時 に はイ「け ん を ,容 か した ノゝ

る ま湯 で よ く,先 7争 して くだ さい )》

万 一 、故 障 が起 き ま した と きは 、 も よ りの営 :業 所 、 サ

ー ビ ス・ ステー シ ョ ンにお持 ち くだ さい。 お 近 くに営

業 所 、 サ ー ビ ス・ ステー シ ョ ンが な く、郵 送 され る場

合 は 、厚 さ 3 cII以 上の衝 撃 よ け パ ッキ ン グに 包 んで か

ら、段 ボー ル な どで 梱 包 して くだ さい。

・
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３
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●送 ιり先 ●

歯「止計コパJL
| |∴ l ll● 〒105東 京Fll港

`芝

西久保llKI I‖ 17123森 ビル103(503)38911代  表)

|||∴ 業
'「

●〒541大 阪市東lX本町225         06(251)1621(代  表|

||∴ 業10〒 460名 古屋市1lI`大 須3510      052(262)4471(代 表|

|||卜 111業 耐iO〒 812福 l●l市 博多|え 奈良屋田1120     092(281)19471代  表|

||∴ 業
'i●

〒060札

"t‖

i中 央lκ 南2条 西11安 藤ビル  011(221)8707(代  表|

||∴ 業Pl e〒 730広 島市富士見町■ 50第 2‖ 力kヒ ル 0822(46)0481(代  表)

|| [場●〒174東京都llk橋区志村21620      03(965)lHl(人 代表|

1旧 悦 薔 Br7

|,i′ 管 1支黛
。〒

“

2束 轄 6新 宿区市ケ7ヽ ||1町 3-8新杵ビル03(269)7241～ 4

・
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